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1．∵単元名「たしざん…・②」  てみた時に「この場合は～作戦で」というように  

考え方のよさを納得し，新たな気づきを生み出す  

ことも可能になり，自分ごととしてとらえること  

ができると考える。   

このことから，一人一人の表現力を土台として  

お互いの考えが理解できる子，理解しようとする  

子に育てていくことが大切である。   

更に，「同じ考えの人がいる」「他の人の話が  

聞きたくなる子」凍てみたい」  

「たくさんあるんだな」→「こうだからこれがい  

い」と考えられる子に育てることを重視した。   

2．単元について  

1年生では，加法に関して  

次のことを李習した。『いく  

つといくつ』では，10までの  

数の合成と分解の活動を通し  

本単元にか声、わ  

る既習事項  

て，加法と減法の基礎としての位置づけと数を多  

様にとらえることができるような学習をした。   

『たしざん…①』では，加法の意味や問題場面  

を知り，記号や式を用いて表せることを学習した。  

また，式をよむ活動を通して，加法が使われる場  

面理解の学習もしている。   

『10よりおおきいかず』では，40くらいまでの  

数を「十といくつで十何」「何十と何で何十何」  

と表すことが分かり，10のまとまりを意識する学  

習をしている。   

『たしざんとひきざん』では，数のすべてを見  

なくても，一位数だけに着目して計算できる工夫  

を見つけている。また，3口の計算であっても，  

10といくつと考えると既習の加法が適応できるこ  

とを学習している。  

なお，本単元のおわりまでには，それぞれの作  

戦を理解し，それぞれのよさに気づきながら，和  

が11以上になる加法の計算ができるようになり，  

更に10のまとまりを作る数理的な処理のよさを実  

感させることとした。   

「自分なりの表現」は，お互いのよさを認めあ  

ったり，見方・考え方を高め合う前提にもなるも  

のである。本単元でも，「表現ができる」「表現  

したくなる」ような場を大切にしながら学習を進  

めたい。  

3．単元の目標  

［算数への関心・意欲・態度］  

・数の構成や加法の性質に着日しながら答えを求   

めるよさに気づき，進んで計算の仕方を考えよ   

うとする。  

［数学■的な考え方］  

・（1位数）＋（1位数）の繰り上がりのある計算を   

問題場面に結びつけて考えることができる。  

・（1位数）＋（1位数）の繰り上がり甲ある計算を  

10のまとまりに着目して考えることができる。  

［数量や図形についての表現・処理］  

・（1位数）＋（1位数）の繰り上がりのある計算式   

にあう問題を作ることができる。 
・繰り上がりのある計算ができるこ  

［数量や図形についての知鼓・理解］  

・1位数どうしの繰り上がりのある計算が分かる。  

・問題に応じて加数分解や被加数分解などを使い  

分け，10の補数を考えることができる。   

自分の考えにこだわりなが  

うも，自分なりの解決方法を  

いろいろな表現方法で説明で  

本単元で育てた  

い力  

きる子どもに育てることが大  

切である。   

そのためには，新たな見方・考え方を1年生な  

りの表現活動の中で十分に引き出していくような  

関わりをしていくことである。  

1年生は特に，友達の考えと自分の考えが同じ  

かどうか，話を聞いただけでは理解しにくい。具  

体的レベル（おはじきや連結積み木）・映像的レベ  

ル（絵や図）・抽象的レベル（言葉や式）と多様  

な活動をし，表現している子どもたちの考え方を  

共通の解決方法に着目しながら『～作戦』とネー  

ミングすることにした。  

また，友達の考えを確認するための活動として  

「他の式でもやってみる」「他の考え方でもやっ  

てみる」体験．を大切にしたい。更に，自分がやっ  



4．根拠を明確にした単元構成  作戦を選択し，自分の考えに自信をもって解決過  

程を明らかにできるようにしたいと考えた。そこ  

で前半では，後半で自らが学習を進める力を育て  

るために，一つ一つの学習時間のねらいをはっき  

りさせて学習を進めることとした。  

1時間目では，先に記したように既習と未習を  

子どもたちと弁別することをねらいに据えた。   

2時間目では，早く分かりやすくを目標に10  

のよさに気づき，・10の補数について考えること。   

3時間目では，10の補数を傘頭におきながら  

被加数が5以下のたし算の分解。   

4時間目では，2問を照らし合わせながら，加  

数・被加数が共に5以上の場合でも10の補数を  

考えられること。   

そして，1～4時間でたっぷり財産を獲得した  

子どもたちは，▲5時間目以降を自らの力で解決に  

取り組んでいくであろう。そこで新たに，数を展  

開し解決できることの楽しさや，10の補数を考  

えることで計算できることの簡便性に気づいてい  

くであろう。そのことが子どもたちにとっての算  

数のおもしろさへと結びついていくと考える。  

たし算は，数えたしで答え  

を求められる。既習・未習の  

式を意識する活動を通して，  

和が10より／小さい式と10  

既習と未習を意  

識する単元構成  

より大きい式がある・ことに気づかせたい。既習の  

式との違いを意識しながら，学習を進めていく単  

元構成である。   

「こうすればできるはず」「新しい作戦を考え  

た」「あの作戦は，これでも使えそうだ」「次は  

この作戦でやってみよう」という，解決の見通し  

や期待を■もてる単元構成である。子どもの挑戦意  

欲を大切にし，追体験を通して「前はうまくいった  

のに，おかしいぞ。どうしてだろう。」等の心が  

揺れるような場を設定していく。前時の見方・考  

え方とのズレから，『問い』が生まれ，・追求の必  

要性が出てくると考える。   

この追求を通して，既習を生かしたり，新しい  

作戦を生み出そうとする姿が期待される。また，  

新しい作戦を生かそうとする意欲にもつながると  

考える。このような子どもの思いを大切にするた  

めの′J、集団での交流，全体での交流を考えたい。  小単元1「初めての繰り上がりを」   

・・－－－・ 
、   ①1年生なりの既 ′・  習と未習の区別．′くり上がり、、み…三…  l   
ノ  
ん ……≡   

な…三‡   ②10の補数に T、、の意識．         ー■ 一■■       対する気づき。 ′．一－－－・、  
③10の補数を．′ノ10のまと   、、で‡三 ロ  意識した計算、、きりの部  、－一一一一   ′   
④加数・被加数分     解の場合分け  

小単元2「自分たちの問題で」  

⑤生活場面を意識  
自≡   

分喜重量   

小単元3「和からたし算の式を」  

○ 友達の考えのよさ■は，どんなよさなのか   

自分とはどう違うのかを明らかにして話し   

合う場  

○ 自分自身の表現・考えが変容したり，高   

まりを．どの子も実感できる場  

本単元では，単元のはじめ  

に既習と未習の区別を子ども  

と共に考えることから単元が  

始まる。やがて子どもたち自  

数に対する柔軟  

性を育てる構成  

身が単元構成に参画すべき姿を目指した上で，1  

年生の9月段階なりに意識させたいためである。   

また，単元で目指す子どもの姿を「数を柔軟に  

見ることのセきる子ども」と押さえた。これは，  
たし算をするための数の見方である数の合成・分  

解が目的に応じてできる力を育てることである。  

数を自在に分解・合成することができれば，一つ  

一つの集合数について柔軟な見方ができていると  

言えよう。常に既習との違いを考え，扱う数字や  

作戦に着目させることで身につくと考える。   
そのために，単元の後半においては自ら解決の  



5．単元の構成（9時間扱い 本時3／9）  

時  粥   子どもの意封艶の流れと学習活動   

加法め学習は，既に（1位数）＋（1位数），（何十）＋（何）で繰り上がり・のない場合を経・羞  
験している。また，3つの数の加法についても学習してきている。  

既習としての経験は「いくつといくつ」「たしざん…①」「たしざんとひきざん…①」  

1  あさがお調べの結果から・・・みんなのあさがおいっばい咲いたね。  

赤色  青色   式  赤色  青色   式  

A7月20日   2   5   2＋5   E9月3日   9   3   9＋3  

B8月4■日   4   4   4＋4   F9月8日   4   9   4＋9‘  

C8月14日   3   6   3＋6   G9月11日   8   6   8＋6  

D8月24日   7   3   7＋3   H9月18日   6   7   6＋7  

どうすれば花の数が分か  

答がすぐに分かるたし算 と  ・たせばいいんじやない  

呑がすぐに分からないたし算  ・たし算を使えばいいよ  

にわけてみよう  式を作ってみよう  

．  

いっぱいたし算があるよ  

＝・＝…＝…………－－－ ・ …………－1＝＝－……・＝1（繰り上がりの意識←問いの醸成）  

1     ：すぐに分かるたし算…．すぐに分からない …l分けた秘密はなんだろう  
…lA B C Dl：．lE F G Hl…・10より大きいから。  
：1＋1～  1＋9：・  ：・両手では足りないよ。  

：2＋1～  2＋8  た目では分かりずらいたし算 

：3・＋1～  3＋7・：3＋8 ～  れから勉強するよ。  
‥・  …  ；    l  

：8＋1～ 8＋2：：8＋3 ～ 8＋9；ご答が10より大きくなるたし算1  
；9＋1   ．：9＋2 ～  

‘ 9＋9；：は，どんな工夫をすれば計算で：               ロ  
1 －－－…叩…－－－－－－－－－－－…・ 、＿皇鼠¢見境…＿＿＿＿＿＿‖＿＿＿…  

OAの9＋3から考えよう。  ← どれからやればいいかな   

n      ‖ u  

2  間              赤いあさがおのはなが9つさいていました。   ；繰り上が・りのある足し算を自分：  

題   青いあさがおのはなが3つさいていました。   ；なりの作戦・方法を用いて表すこ，；  

の  ；とができる。  

理  
l  

．解  l9＋3を考えよう。  ′・／′どんな作戦でやろうかな。、、  
l  

＼、どんな作戦がいいのかなち′／  

解  
ノ  

決  
l  

前のたし算ではいろんな作戦があったよ。  

作戦を決めてやってみようl新しく作った作戦でもいいよ  

計 画 解    具体物  抽象物．‡ 解決に使用・三．おはじき ご妄■iま するも望．＝＝．．：：ダっみき  数式 …二・∴ごご賢一＝…はじめから数えるタイプ・㊤－……… 
の  

－…－－－……＝……．＝  

決   ①はじめから数える作戦・・・1，2，3，…・ 12 （数え作戦）  



②2つずつ数える作戦‥ ‥2，4，6，…・ 12  
二二：二二二二二二二二二［二二二二二二二二  9を念頭において考えたタイプ‥㊤  

③9の次から考える作戦・・・10，11，12  

④9に3を移していく作戦‥10，11，12  

二二二二二二二二二二二二［：二二二二二二：二二二 分解を用いたタイプ・◎：：：二：：  

⑤3を分解してたす作戦・・・9＋1と2  

⑥9を分解してたす作戦・・・7と2＋3  

（2数え作戦）  

：：：：：［二二二：：：：：：：：：：二：：：：：：：  

（数えたし作戦）  

（移し作戦）  

：：：二：Ⅰ：：二：二：：：：：：：：：：：：：：：：  

（加数分解）1Pを意識  

（被加数分解）5を意識  

＿長ぜは＿‖‖＿  ‥＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿‖ごつぎに‖●‖‖＿＿＿‖‖＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿  

自分でやってみよう  
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－  

絵・数字・言葉はかいて表現する。  似ている作戦はないかな  

同じものを使った作戦はないかな  

集団での交流・検討活動を生む良質な問い  

○全体での交流で聞く場合  

おはじき・積み木についても解決の後を  

残せるようにする。  

l ：○できた子は他の方法に取り組むかほかの  

大きく分けるとあ・い・うの3つのタイプ  

があるよ。  

答えの出し方で似ているところはないかな  

方法でやった子を意識して交流を促した  

り自らかかわろうとする  

l－－－一一－－－－－－－－一一一－－－－－－－－－－－－－－－－－－－一一－  

いろんな作戦ができたよ。でも．．．   ぱっと見て分かりやすいのは‥．  

どのやりかたも間違えないでできるのかな  

のやり方は間違えなくできるよ。でも時間がかかるよ。たいへんだよ。．  

のやり新政りよさそう。  
①のやり方は簡単そうだし，見ただけでも分かりやすいよ。すぐ分かるよ。   
でも，どれもみんな10を使って答えを出しているよ。  

10と，あと2こでみんな答えが出ているよ。  

これで10を越えるたし算もできそうだよ。10の作り方に秘密がありそうだ   

解
決
 
の
計
画
・
実
行
 
 



l  l  

解                        ○全体での交流で  

決   聞く場合  ○前時の追体験的な時間から、  

の   似たやり．かたや似たものを使っているけど  分解方法の価値追求的な交流へ  

検  10の作り方が少し違ってるよ。  10を作ることのよさを全員に  

討   
I 

＿…●＿＿‖‥……＿＿…＿＿ ＿…＿＿‖＿＿＿＿＿＿………‥＿、 

実感させながら  

r 4にたすより9にたした方が＝ 9を分解するより4を分解した1 10の補数に  

i早く10を作れるよ  ＝ 方が簡単に1・0を作れたよ   
、…‾‾●‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‖‾‾ 、‾‾‥●‥‾－‾‾‥‖‾‾‾－‾‾‾‾‾‾‾  

j 気づかせる  

・［数学的な考え方］自分や友だちの考…  

少ない数で10を作ればいいんだよ。   ・えをもとに，10のまとまりに着目；  

・本当に10を作ったら簡単だったよ。  ・簡単に10を作る秘密は                             口  ． して考えることができる。   

もうC「8＋6」もD「6＋7」も分かるよ  

‾  

4  l■①8十6②6‡7を考えようL溜 ‾‾‾…‾‾‾‾－‾‾‾山……‾…‾………ノ  
どの作戦で考えようかな  

′－一一■－…－…－1ニ…－…‥＝－………－＝…、 …［知識・理解］10の補数を  

：少ない数の方を分解した方が素早く10が作れるよ ■；意識して，問題に応じて分解方  

1  l  

牒を使い分けることができる。  

Qは後分解作戦  ②は前分解作戦 がよさそうだよ  

‥－  句軽重嘉持‥靂靂靂童靂蒜迂二二  
早く簡単にできたよ  －－… ′ 

．  

もうこれで□＋□はぜんぶ分かるよ  し月分で弘現堅を作2壬孝二たタ〕な乞 
●   

；［数学的な考え方］1位数の繰り上が・  

5  10を越える問題を作ってみよう。  りのある計算を，問題場面に結びつ 茎  
問題をつくったらみんなで解こう。  

ン■  
： けて考えることができる。   

】  
l  

l  l  

一一一－－－、  

一一－‾‾‾‾－ －・・－ 一－ －－－－－  ヽ  

’  ／ こ：三？ 
】、′ ′ 、 

l  

6  いろんな問題ができたよ。  
l  

‾‾、 ー  

欄藤蔽両誌： 「扁6古ちあ蔽ニ  
l  

7  巨、ろいろな問題でも10を作れば簡単だよ。□＋口の問題は全部できるよ。  

問  

8   鱒  答えが13になる問題はいくつあったかな。   ：［関心・意欲・態度］  

の  みんなの作ったたし算からかんがえよう。  口     数の構成や加法の性質に着目し  

構   ；ながら，進んで考えようとする。  
成   13になる式を探せばいいんだね。  



［コ ‥  9＋4  5＋8  6＋7  
・
理
解
 
解
決
 
の
 
 

前の数（被加数）の順番に並べてみると  

rl  
． 

l  

9＋4  5＋8  

8＋5   4＋9  
7＋6  

6＋7   

全部で6枚だけだよo   

他には10＋3も11＋2もできるよ  

J13＋0ならV  、いんじやない1ぎ13の分解だね  
；→それなら12＋1も‥・；  こ10＋3でもできそうだよ   

＿＿ ＿ ＿ ＿ ＿ ＿ ＿ ⊥ ＿＿ ＿ ＿ ＿● ＿＿ ＿ ＿ ＿ ＿ ＿＿  

順番にきれいにならべると  

l  

13＋0  9＋4  5＋8  1＋1■2  

：12＋1 8＋5   4＋9  0＋13  
：・1ユ十2   7＋6   3＋10  
1  

：10＋3  6＋7． 2＋11  

I  

：全部で14こあったよ j  

ぎ9＋4と4＋9のような1  

仲間もいたよ   

l ‾‾‾‾‾  

；盲さ読盲方正i二諒三振言ホ盲云左す元手ぢぅち蔽モJ÷去よ1  解
決
 
の
検
討
 
 

ひき算だってできるよ  「‾‾‾‾‾ ‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾「  10を越えていてもできるよ。  「‾‾‾－‾‾ ‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾●‾‾‾‾t‾ 

l ：ひき算だって14から1を引けば：：9＋4が13なら19＋4は23だよ： lll  
：＿＿⊥旦にな＿りそiだよ＿‖＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ ：：＿＿旦カキ！＿9になユて＿！．月増え姐ナだも呪：  

［表現・処理］ 既習の数の合成・  

分解や加法の性質を利用して，計算  

カードをつくることができる。  

他の数はどうだろう  

l  rわたしは15を調べるわI                                 ll   僕は は12で調べるよ1   



6．本時の学習（3／9）  

（1）本時の主弓畏  

合いlキよる高まりを小集団の中でねらうものであ  

る。その交流の観点を，同じ人探しとすることで  

1年生なりの小集団での交流を組織することがで  

きると考えた。  

「本当に10を作れば簡単  

なの？」   

前時では，繰り上がりのあ  

るたし算に初めて取り組んだ。  

「僕のと同じものを使って  

いるけど分け作戦が違う。」  

自分と同じものを使って表現  

している友達。同じ○や□な  

どの半具体物で問題を表現し  

前時の10を意識  

した解決活動  

小交流で生じた  

違いから  

全体交流へ  

ぱっと見て・も分からないたし算も今までの作戦や  

方法で解決する辛ができた。作戦別に大きく分け  

るとはじめから数える考え方，数え足していく考  

え方，それと数を分解する考え方の3タイプに分  

けることができる。その3タイプの中で「はじめ  

から数えると大変だ。」とか「途中から数えた方  

が素早いよ。」など，それぞれの特徴を1年生な  

りに違いを表現しようとする。それぞれ分け方に  

違いはある’のだが，また共通点もある。子どもた  

ちと話し合う中で前時までにたどりついた共通点  

は，最終的には答えを表現する段階で10という  

ものを通り越さなければならないことである。つ  

まり，繰り上がりのあるたし算を解決するために  

は，前時で確認したどの方法でも10を通過しな  

ければ答えにたどり着くことができないというこ  

とである。このことが本単元における10のまと  

まりの考え方についての出発点である。その10  

のまとまりに対する考え方をより確かなものにす  

るために，本時では10を意識した解決がはじま  

る。  

解決の過程を書き記している。だけど違う。また，  

同じ分解作戦を用いて同じ数字を使って解決の跡  

を残している。だけど，少しどこか違う。その違  

いが数の分解方法の違いである。加数を分解して  

いる子と，被加数を分解している子の間で違いが  

生じる。前時で学習したはじめての繰り上がりの  

あるたし算は，後ろを分解する方法であった。つ  

まり加数分解である。そのため，既習を生かし後  

ろを分解した子どもたち。それに対し，前時の取，  

り；阻みを9にあと1つをたしただけであると考え  

前を分解した子どもたち。 

っている。同じ10を作るのに双方違う取り方を  

している。 「同じだね，だけど僕は4を分解した  

よ。」「僕は9を分解したよ。」「どっちでもで  

きたみたいだけど…・。」その観点を全体で話し  

合うことで，自分はどちらの方法でやってみたの  

か1年生なりに表現し，どちらがいいのか，両方  

いいのか，更にはどんな時にどっちがいいのか，  

前時ではどちらだったのかなどを集約．していく交  

流をねらう。最終的には10の補数に目が向いて  

いけるように，そレて10のよさ，解決の早さを  

実感していってほしい。  

「できたよ，同じ人探しの  

旅へ行こう？」   

ある程度・自分の解決に自信  

がもて，更に1つの方法で解  

似た作戦や似た  

ものを探す交流  

決できた子は，同じ作戦や同じ手．段を使っている  

友達を探し始める。自分の解決に対する自信をも  

つために，友だちの解決がどのようなものなのか  

情報を探す。また，同様の解決をした友だちを探  

していく。自分とは全く同じではないのだが，同  

じ作戦を使っていたり，同じ物を使っている友達  

が必ずいるはずである。しかし，自分と同じだけ  

れどもまったく同じではなく，どこか自分の方が  

よかったり友だちの方が見やすかったりする。  

「僕と同じだ。」「この部分は違うな。」といっ  

た友だちの考えに対する見方・聞き方を育ててい  

き，自分の考えの位置づけを子ども自身ができる  

ことを目標とした。本時では，それを自分の中に  

生かそうとすることで子どもたち同士のかかわり  

（2）本時の目棲  

［算数への関心・意欲・態度］  

・意欲的に既習を生かし，進んで自分の解決方法   

を表現しようとする。  

［数学的な考え方］  

・自分や友達の考えをもとに，10のまとまりに  

着目して考えることができる。   



7．本時の展開  

子どもの意離の流れと学習活動  教師のかかわり  

（前時までの活動）「見てすぐに分かるたし算」と「見てすぐに分からないたし算」を弁別  

の違いを探りながら，前時には繰り上がりのあるたし算を分かりやすくする  

秘密が10のまとまりを早く作ることであることに気がつきつつある。  

《問いを引き出す》  

・前時の学習「9＋3」を思  

い起こさせることにより，．  

10の補数を見つけるには  

加数，被加数分解のどちら  

をするとよいのかという問  

いを生ませる。  

問
題
の
理
解
 
 

赤いあさがおのはなが4つさいていました。  

青いあさがおのはなが9つさいていました。  

あさがおのはなはあわせていくつでしょう。  

昨日の勉強とにているよ 同じ9があるよ  

昨日は10を作ればはやかったよ 本当かな  

みんなで確かめてみよう  

多様な解決方法を期待すべ  

く，10というものが日常  

的にどこに存在するのか，  

問題場面と共に生活場面で  

の10を想起させる。  

解
決
の
計
画
・
実
行
 
 

4＋9を考えよう。  

何をつかって10をつくろう  

具体物＜－－－－－－－＞半具体物＜ニーーー＞抽象物  

・解決の中で他の方法に挑戦   

したりすることで，具体物  

→半具体物→抽象物と変速  

させる。   

《問いの醸成》  

リJ、交流では，自分の考えと  

比較させながら，10め作   

り方が一つではないことに  

気づかせたい。「簡単な方  

法はどれだろう」「早く解  

決できるのは」という問い  

を持たせていきたい。  

《集団での交流・検討活動》  

・前時の学習「9＋3」とあ  

わせて10を作るよさ，大  
きい方の数を10にすると  

早いということに気づかせ  

ていきたい。  

・何のために10を作るのか  

という原点に立ち返り，早  

く見てすぐ分かるという観  

点に着目させる。  

・その上で簡単に10を作る  

秘密が10の補数を考える  

ことであることに，子ども  

の声を中心にして収束させ  

る。   

10が作れたよ  

○自分で解決。まずは1つの方法でチャレンジ  
絵・数字・言葉はかいて表現する   

おはじき・積み木についても解決のあとを残す   

○他の方法へ取り組んだり友達とかかわる  

○／J、交流  

！似ているものは1 r 同じものを使った：  解
決
の
検
討
 
 ○全体での交流    一‘‾ ‾ ‾ ‾ ‾ ‾ ‾ ‾ ‾ ‾ ‾‾ ‾ ‾ ● ‾ －‾ ‾ ● ‾ ■ ● ‾ 、     ■■ － － － － － － － － － －－ － － － － － － － － ●－ － ■  、  
r 4を分けて10を   ：r 9を分けて10を   

こ っくっている  Jiつくっている  
・前の数（4）を分けた方が   －：葡砺勉囲・酌ま後ろを斬方r  

1だけあげれば10にな  

るよ  

して10をつくったよ。  

前を分ける作戦  後ろを分ける作戦  

ぱっと見て分かる  早く10を作るには・  

簡単に10を作る秘密は   

少ない数で10を作ればいいんだよ。   

あといくつで10になるかを考えると早くできるよ。  

本当に10を作ったら簡単だったよ。  

ぱっと見て分かるひみつが分かってきたよ。  

十を越えてもばっと分かるようになってきたよ。  


